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足尾山地の 「砥石」に関する年代学的および岩相層序学的研究(予 報)

元木葉月*・指 田勝 男*

Preliminary report on the chronological and lithostratigraphical studies of the Toishi-type 
    shale (siliceous claystone) distributed in the Ashio Mountains, central Japan

MOTOKI Hazuki* and SASHIDA Katsuo*

Abstract Chronostratigraphy based on the conodont and radiolarian biostratigraphy and lithostratigraphy on 

the Toishi-type shale (siliceous claystone) distributed in the Ashio Mountains, central Japan, are preliminary 

investigated. Four sections consisting of the Toishi-type shale in three areas of the Ashio Mountains yielded 

Spathian (upper Lower Triassic) conodonts such as Neospathodus abruptus, N. brevissimus, N. symmetricus, 

 Cornudina igoi, and Neostrachanognathus? sp. The Toishi-type shale is classified into two types, Types 1 and 

2 based on the microscopic observations. Type 1 is distinguished from Type 2 by having less abundance of 

radiolarian skeletons and sponge spicules and stronger fissility. The Toishi-type shale is thought to have been 

deposited in the off shore and deep sea environment almost same as that of overlying bedded cherts.
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は じ め に

　足尾山地には,主 に緑色岩,石 灰岩,チ ャー トおよび砕

屑岩からなるジュラ紀付加体堆積岩コンプレックスが広 く

分布する(Kamata,1996).そ の分布域は従来足尾帯と呼ば

れ,西 南 日本内帯の丹波 ・美濃帯の東方延長と考えられて

いる(林 ほか,1990).

　足尾山地は丹波 ・美濃帯 と並び,1980年 代か ら急速に進

展した放散虫化石層序 とプレー トテク トニクス理論の発展

を基に,地 質構造と年代 ・岩相層序が大幅に見直されつつ

ある(例 えば鎌田,1997).鎌 田(1997)に より,足 尾帯

は,主 に石炭紀～三畳紀の遠洋性堆積物 と三畳紀～ジュラ

紀の陸源性砕屑岩からなる付加 コンプレックスで構成され

ていることが明らかになった.ま た,海 底玄武岩一チャー

トー砕屑岩が累重する海洋プレー ト層序 と呼ばれる初生層

序が復元 され,こ れらが複雑なメランジュや覆瓦構造 をな

している と認識 され るようになった(例 えば,中 江,

2000a).海 洋プレー ト層序中には、顕生代における最大規

模の生物の大量絶滅事件が起 こったとされるペルム紀/三
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畳紀(P/T)境 界付近の地層が保存 されていることが指

摘 された(例 えば,石 賀 ・山北,1993).ま たこの海洋プ

レー ト層序中のP/T境 界ならびに下部三畳系には珪質粘

土岩が含まれることが知 られている.

これらの珪質粘土岩は古 くから京都府鳴滝周辺で砥石

として採掘されていることから,Toishi-typeshaleと 便宜

的に命名され(Imoto,1984),一 般的に 「砥石層」 と呼ば

れている(以 下この珪質粘土岩を 「砥石」 と呼ぶことに

する).足 尾帯の 「砥石」の存在は林(1963)に より初め

て報告されたが,当 初は玄武岩質凝灰岩 として記載され

た.林 はその際,「砥石」中にコノドントが含 まれること

を報告 した.

これまで,三 畳系の 「砥石」に関 しては小池(1979)に

よりコノ ドント化石のNeosρathodushomeri(Bender)の 産

出から下部三畳系の上部(Spathian)か ら中部三畳系の下

部(Anisian下 部)と されてきたものの,詳 しい年代学的

検討 は報告されていない.筆 者らは現在 日本各地のジュ

ラ紀付加体中の 「砥石」 についてその年代学的 ・岩相層

序学的検討を進めているが,今 回群馬県桐生市および黒

保根村周辺地域の足尾帯分布域に露出する 「砥石」につ

いて,コ ノ ドントおよび放散虫化石をもとにその年代学

的検討と薄片観察による岩相層序の検討 を行 ったので,

ここにその概略を予察的に報告する.
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地質概説と地質各論

石賀(1983)は 丹波帯 において,ジ ュラ紀付加体 をその

構成岩類,年 代,構 造地質学的特徴 か ら2組 の地層群(I

型 地層群,II型 地 層群)に 区分 した.こ の地層群の区分 は

美濃帯 ・足尾帯で も一般的に認められてお り,Otsuka(1988)

やKamata(1996)に よ り美濃帯,足 尾 帯 と丹波帯 との比較

研 究が行 われ た.

足 尾 山地の地質 については1950年 以 降多 くの層序学 的

研究が行われ,基 本的 には整合 に累重 した上部古生界 が広

く分布す る と考 えられた(例 えば河 田 ・大沢,1955;藤

本,1961).1970年 代 には葛生地域 において,コ ノ ドン ト

の微化石層序学 に基づ き岩相層序 と地質構造が大幅に見直

され,衝 上断層 によ り一部の地層が繰 り返す覆瓦構造 が報

告 された(小 池 ほか,1971;柳 本,1973).そ の後,放 散

虫化石層序 の知識 を基 に,こ の地域の構造 の概略が明 らか

になった(例 えばSashidaetal.,1982;Aono,1985).Kamata

(1996)は 足 尾 地域 の広 範 囲 にわたる地層 を詳細 に検討

し,ジ ュラ紀付加体堆積物 を岩相組合せ,堆 積年代,地 質

構造 に基づいて,大 間々 コンプ レックス ・葛生 コンプ レッ

クス ・黒保根 一桐生 コンプ レックスの3つ の コンプ レック

スに区分 した.ま た,石 賀(1983)の 丹 波帯 における付加

コンプレックスの区分 に準 じ,黒 保根 一桐生 コンプ レック

スをI型,大 問々コンプ レックス をII型 にそれぞれ対比 し

た.

筆者らは足尾山地に分布する三畳系 「砥石」について,

群馬県桐生市および黒保根村の3つ の地域でその岩相層序

お よび化石層序学的検討 を行った.こ れらは,Kamata

(1996)に より区分された3つ のコンプレックスのうち,

構造的に最 も下位に位置するとされる黒保根 一桐生コンプ

レックスに含まれる地域で,北 から黒保根村田沢川上流,

桐生市梅田穴切林道,お よび桐生市万山鉱山跡である(第

1図).以 下にそれぞれのセクションについての層序を略

述する.

(1)桐 生市梅田穴切林道(第2図 一A)

この林道の入口から1.5kmほ どのところには層状チャー

トと 「砥石」が露出している.第2図 のC-2に 示すように

「砥石」 と層状チャー トから試料採取を行なった.こ こで

は 「砥石」はN60。Eの 走向で西に70～80。傾斜 し,チ ャー

ト層の見かけ上位に位置 している.露 頭では上下判定は不

可能であるが,後 に述べるように層状チャー トから三畳紀

中期を示す放散虫が,「 砥石」から前期三畳紀の後半を示

すコノドントが得られたことから,「 砥石」が下位である

と判断できる.柱 状図の記載もそれに従っている.

「砥石」は層状で灰～暗灰色 を呈 し,単 層数cmで 成層 し

ている.付 近のジュラ紀珪質頁岩と比べて色が明るく,よ

り細粒であることか ら容易に区別で きる.「砥石」は一般

に単層内で層理面とほぼ平行に莉離する場合が多い.本 地

第1図.研 究対 象地域.中 江(2000b)に 加 筆.

A:西 南 日本 内帯 東半部の ジュラ紀付加 コンプレックスの分布.

B:Kamata(1996)に よる足尾地域の構造 区分お よび本研 究セクシ ョン.



足尾山地の 「砥石」に関する年代学的および岩相層序学的研究(予 報) 49

うにな り,上 位 にな るほ ど 「砥石」 層の部分 が薄 くな り

チャー ト層 に移 り変わる.本 地域 の地点3に おいては 「砥

石」 のみかけの層厚 は約20m(第2図B-3,C-3)あ る もの

の,地 点4に お いては断層 によ り勇断 され,露 出す る部分

は2mの みであ る(第2図B-4,C-4).
ばんやま

(3)桐 生 市万山砥石鉱 山跡(第2図 一A)

万 山 鉱 山跡 は穴切 林道 か ら東 南東約1.5kmの 位 置 にあ

り,30数 年 前 まで は京都 の鳴滝砥石 と同様 な良質 な砥石

の採掘が行 われていた(Sashida　 et al.,1992).

こ こでは 「砥石」が露 出す るのみで,層 状チ ャー トは見

られない.緑 ～灰色,ま たは黄色 ～褐色 を呈 してお り,前

述の ものよ り比較的柔 らか く,剥 離性 が顕著である.本 地

域 において は 「砥 石」 の見か けの層厚 は約10mで あ る.

Sashida et a1.(1992)は 同 地点の 「砥石」 の岩相 を記載す

るとともに,前 期三畳紀 の後半 を示唆するコノ ドン ト化石

を報告 している.

コノ ドン トについて

第2図.研 究対象地域におけるサ ンプリングポイントお

よび柱状図.A,Bの 番号はCに 対応.
ばんやま

A:穴 切林道,万 山(ば んやま)鉱 山跡

B:田 沢川上流

C:各 地点の柱状図

域 においては 「砥石」 の層厚 は土砂 による被覆 を含 めて約

18mで あ る.

層 状 チ ャー トは黒 ～灰色 を呈 し,単 層 の厚 さ5～6cmの

チ ャー トと数mmの 泥質部 の互層 か らな る.こ れ は石賀

(1983),Imoto(1984)な どが記載 した,1型 地層群 の中に

含 まれる前期 ～中期三畳紀の層状 チ ャー トと特徴 が よく類

似 してい る.

(2)黒 保 根村 田沢川上流(第2図 一B)

田沢 川上流域 において 「砥石」 はほぼ東西の走向で南 に

500傾 斜 し,層 状チ ャー トの下位 に重 なる.川 沿 いの林道

に沿って調査 を行い,2つ のセクシ ョンについて柱状 図を

作成 した(第2図 一B,C-3,C-4).

層状 チャー トと 「砥石」 の特徴 はおおむね穴切林道の も

の と一致する.「 砥石」 の上部 はチ ャー ト層 と互層 する よ

「砥 石」 に含 まれるコノ ドン ト化石 は 「砥石」 を数cmの

チ ップに砕 き,実 体顕微鏡下 で直接観察,写 真撮影す るこ

とによって種 を同定 した.検 討 した4つ のセ クシ ョンで得

られたコノ ドン トの産出層準 を第3図 に示 した.な お,コ

ノ ドン トに関 してはここでは従来 の,エ レメ ン トの ひとっ

ひ とつ に種 名を与 えるform taxonomyを 用 いずmaltielement

taxonomyに よ る分類 を行 ない命 名す るこ とに した.こ れ

は コノ ドン トの自然集合体(natural assemblage)の 発 見 に

よ り,エ レメ ン トをい くつ か組 み合 わせ てひ とつの動物

として種名 を与 えるmaltielement taxonomyが 近 年で は主

流 となってい るこ とに よる ものであ る(例 えば、Koike,

1994,1999).ま た,コ ノ ドン トのエ レメ ン トはその配置場

所 に よって大 きくP,S,Mの 各 エ レメ ン トに分類 され る

(Sweet,1988)が,こ れに よ り,S,Mエ レメ ン トについ

て もPエ レメ ン トに伴 う もの として同定 した.

三畳紀 のコノ ドン トの うち,年 代 決定 に有効 なのは主 に

板状(pectiniform)のPエ レメ ン トである.そ れ らと伴 う

複歯状(ramiform)のSエ レメ ン トとMエ レメ ン トは三畳

紀 を通 して形態 の変化があ ま り見 られず,formtaxonomy

で は 極 め て長 い レ ンジ を持 って い る(例 え ば小 池,

1979).し か しなが らmaltielement taxonomyの 視 点 に立つ

と,S,Mエ レ メン トが同 じ形態で あって も,異 なるPエ レ

メン トをもつ場合は,本 来 は全 く別の種 である と考 えるこ

とがで きる.

今 回,Segminate pectiniformのPaエ レ メ ン トを持つ

Neospathodus abruptus Orchard,N.symmetricus Orchard,

N.brevissimus Orchardの3種 と,角 状(coniform)の エ レ
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Neospathodus abruptus Orchard, Pa element 

Neospathodus  sp., Sc element

Neospathodus abruptus Orchard, Pa element 

Neospathodus symmetricus Orchard, Pa element 

Neospathodus brevissimus Orchard, Pa element 

Neospathodus sp., Pb element 

Neospathodus sp.,  Sbi element 

Neospathodus sp., Sb2 element 

Neospathodus  sp., Sc element 

Neospathodus sp., M element

Neospathodus symmetricus Orchard, Pa element 

Neospathodus sp., Pb element 

Neospathodus sp., Sa element 
Neospathodus sp.,  Sbi element 

Neospathodus sp., Sc element 

Neospathodus sp., M element 
 Cornudina igoi  Koike,Pa element 

Neostrachanognathus? sp.

Neospathodus abruptus Orchard, Pa element 

Neospathodus sp., M element

第3図.コ ノドント化石の産出状況.各 柱状図の番号は第2図 一Cと 対応.な お,各 柱状図は

見やす さのために右揃 えにしてある.相 対的な位置は,実 際の層序 とは関連 しない.

メ ン ト を持 つCornudina　 igoi　Koike,Neostrachanognathus?

sp.の2種 が 調 査 地 域 よ り識 別 さ れ た.Neospathodus属 の3

種 の う ち,従 来N.abruptusとN.symmetricusに つ い て はN.

homeri(Bender)に,ま たN.brevissimusに つ い て はN.

triangularis(Bender)に 含 め ら れ て い た が,こ れ ら はOrchard

(1995)に よ りオ マ ー ン の 石 灰 岩 相 か ら産 し た 試 料 の 形 態 と

生 層 序 の 再 検 討 に よ り新 た に 記 載 さ れ た 種 で あ る.Orchard

(1995)は こ の 他 に も,オ マ ー ン に お い てNeospathadus brochus,

N.crassatus,N.curtatus,N.pusillusの4種 を,ま たSalt-Range

に お い てN.clinatusを 新 種 と し て 記 載 し た.第4図 に は

Orchard(1995)お よ びKoike(1996,1998,2004)を 基 に 時 代

決 定 に 有 効 な コ ノ ドン トの 種 の レ ン ジ を示 し た.ま た 第6

図 に は 鑑 定 さ れ た コ ノ ド ン トの 実 体 顕 微 鏡 写 真 を 示 す.

こ れ ま で に,Neobospathodus homeri(Bender)とN.triangularis

(Bender)は 世 界 各 地 の 下 部 三 畳 系 か ら 産 出 し て お り,本 邦

に お い て もNeospathodus homer(Bender)はSpathian前 期 ～

Anisian初 期,N.triangularis(Bender)はSpathian前 期 ～ 中

期 の レ ン ジ を 持 つ こ と が 確 認 さ れ て い る(小 池,1979).

Neospathodus属 に つ い て は 今 の と こ ろ 完 全 な 自 然 集 合 体 の

産 出 の 報 告 は な い が,Neospathodus symmetricus Orchardお

よ びNeospathodus chionensis(Bender)に つ い て,Koike

(2004)が 愛 媛 県 田 穂 石 灰 岩 よ り得 られ た 試 料 か ら コ ノ ド

ン ト ・ア パ レ イ タ ス の 復 元 を行 っ た.こ れ に よれ ば,産 出

化 石 の 統 計 学 的 処 理 ・検 討 か ら,Neospathodus属 は,Sa

エ レ メ ン トを 中 心 に した7対 の エ レ メ ン トを 持 っ た ア パ レ

イ タ ス が 想 定 さ れ て い る.

万 山 鉱 山 跡(第2図A-1,第3図 一1)か ら は,Neospathodus

abruptus OrchardのPaelement(B-2)が 得 ら れ,年 代 は 前
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第4図.コ ノ ド ン ト化 石 の レ ン ジ.Orchard(1995),Koike(1996,1998,2004)を 参 照.

symmetricus　 OrchardのPaelement(K-14,K-15,K-22),

Cornudina　 igoi　Koike(K-17),Neostrachanognathus?sp.(K-

15)が 得 ら れ た.Cornudina igoi KoikeとNeostnachanognathus sp.

の2種 は 今 こ れ ま で の と こ ろ 本 邦 の 田 穂 石 灰 岩 か ら の み 産

出 が 報 告 さ れ て い る(Koike,1996,1998).本 セ ク シ ョ ン の

「砥 石 」 の 年 代 は,Spathian前 期 ～ 中 期 で 上 部 はSpathian

後 期 に 至 る 可 能 性 が あ る.田 沢 川 上 流 の 地 点4の セ ク シ ョ

ン(第2図B-4,第3図 一4)か ら はNeospathodus abruptus

Orchard(K-5)が 得 ら れ,年 代 はSpathian中 期 ～ 後 期 と 考

え ら れ る.

放散虫化石 について

第5図.本 論のタイプ分けに準 じた各セクションの

岩相層序.各 柱状図の番号は第2図 一Cと 対応.

期 三 畳 紀 後 半 のSpathian中 期 ～ 後 期 と考 え ら れ る.穴 切 林

道(第2図A-2,第3図 一2)で はNeospathodus　 abruptus

OrchardのPaelement(A-25,A-26,A-30,A-31),N.

symmetricus　 OrchardのPaelement(A-24,A-25,A-30),N.

brevissimus　 OrchardのPaelement(A-25,A-30)が 得 ら れ

た.こ れ ら の コ ノ ド ン トの 層 序 学 的 分 布(第4図)を 基 に

す る と,穴 切 林 道 の セ ク シ ョ ン はSpathian前 期 ～ 中 期 と考

え ら れ る.な お,穴 切 林 道 で は18mの 「砥 石 」 の う ち,コ

ノ ド ン トは 下 部 か ら の み 産 出 し て い る(第3図 一2).後 述

の 黒 色 泥 質 岩 の 薄 層 が 観 察 さ れ る 層 準(A-21,A-23)よ り

上 位 の 層 準 か らは コ ノ ドン トは 得 ら れ て い な い.田 沢 川 上 流

の 地 点3の セ ク シ ョ ン(第2図B-3,第3図 一3)か ら は,N.

今 回 穴 切 林 道 お よ び 田 沢 川 上 流 地 点3の セ ク シ ョ ン で

「砥 石 」 の 上 位 に 重 な る 層 状 チ ャ ー トか ら放 散 虫 化 石 が 得

ら れ た.得 ら れ た 放 散 虫 の 保 存 は 悪 い が 穴 切 林 道 の 層 状

チ ャ ー トか ら は 種 名 ま で 決 定 で き る 放 散 虫 も得 ら れ た.得

ら れ た 放 散 虫 の 幾 つ か を 第7図 に 示 す.穴 切 林 道 の 「砥

石 」 の 上 位 に位 置 す る チ ャー ト(A-14)か ら は,Oertlispongus

diacanthus Sugiyama,Pseudostylosphaera longispinosa Kozur

and Mostler,Triassocampe coronata Bragin,Platkerium sp.等

が 得 ら れ た.ま た,サ ン プ ルA-15か ら はPseudostylosphaera

japonica(Nakaseko and Nishimura),Platkerium sp.等 が 得 ら

れ た.こ れ ら はSugiyama(1997)のTR2B(Triassocampe

coronata group Lowest-occurrence Zone)か らTR3B(Yeharaia

elegans group Lowest-occurrence Zone)を 示 し,中 期 三 畳 紀

のAnisian～Ladinianを 示 す も の で あ る.一 方,田 沢 川 上

流 地 点3の サ ン プ ルK-23か ら はPseudostyloshpaera sp.が

得 ら れ た.詳 細 な 年 代 の 議 論 は で き な い が,中 期 三 畳 紀 を

示 す も の で あ る と思 わ れ る.
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第6図.珪質粘土岩(砥石)より得られたコノドント化石,1. Neospathodus abruptus Orchard, Loc. K-5 2. Neospathodus abruptus Orchard, Loc. A-30 3. Neospathodus abruptus Orchard, Loc.  A-31 4. Neospathodus abruptus Orchard, Loc. A-30 5. Neospathodus abruptus Orchard, Loc. A-30 6. Neospathodus abruptus Orchard, Loc. A-30  7. Neospathodus brevissimus Orchard, Loc. A-25 8. Neospathodus symmetricus Orchard, Loc. K-22 9. Neospathodus symmetricus Orchard, Loc. A-30 10. Neospathodus symmetricus Orchard, Loc. A-25すべて実体顕微鏡下での写真.スケールバーは200μm.11.Neospathodus sp.Sa element,Loc.A-2812.Neospathodus sp.Sb1 element,Loc.K-513.Neospathodus sp.Sb2 element,Loc.A-2514.Neospathodus sp.Sc element,Loc.A-2815.Neospathodus sp.Sc element,Loc.K-1416.Neospathodus sp.Pb element,Loc.K-1417.Neospathodus sp.Me element,Loc.A-3018.Cornudina igoi Koike,Loc.K-1719.Coniform element,gen.and sp.Indet.,Loc.K-1320.Neostrachanognathus?sp.,Loc.K-15第7図.珪質粘土岩(砥石)近傍のチャートより得られた放散虫,すべて走査型電子顕微鏡による写真.スケー一ルバーは100μm.1.Pseudostylosphaera japonica(Nakaseko and Nishimura),Loc.A-152.Pseudostylosphaera sp.,Loc.A-143.Pseudostylosphaera sp.,Loc.A-154.Pseudostylosphaera sp.,Loc.A-145.Pseudostylosphaera sp.,Loc.K-236.Pseudostylosphaera longfspinosa Kozur and Mostler,Loc.A-147.Paratriassocampe sp.,Loc.A-148.Triassocampe coronata Bragin,Loc.A-149.Oertlispongus diacanthus Sugiyama,Loc.A-1410.Plafkerium sp.,Loc.A-1411.Plafkerium sp.,Loc.A-15「砥石」の顕微鏡下での岩相

Spathian(前 期 三畳紀の後半)の 「砥石」の堆積環境 を

考察するため,採 集 した 「砥石」試料 について岩石薄片 を

作成 し,顕 微鏡下で観察 した.観 察の結果,検 討 した 「砥

石」 はそ の特 徴 か らにType1とType2の2つ に区分 で き

た.そ れ らの代 表的 な顕微鏡写真 を第8図 に示 した.

(1)Type1(第8図 一1,2,3,4)

Type1は シル トや砂粒子 を全 く含 まず,細 かい楕円 ～円

形の微 晶質の石英粒子,粘 土鉱物,少 量 の長石に よって構

成 されて いる.粘 土 鉱物 のX線 解析 は行 なってい ないが

Sashida et al.(1992)に よれば,イ ライ ト,ク ローライ ト,

カ オリナイ トであ ることが知 られている.石 英粒子 は薄片

内の40～50%を 占 め る.様 々な大 きさの コノ ドン ト化石

片が含 まれてお り,オ ープ ンニコル下で黒褐色～黒色 を呈

し,Color Alteration Indexで は4～5に 相 当す る.「 砥石」

には しば しば放散虫の殻 が含 まれているが,基 質 との境界

は不明瞭でゴース ト状 とな り,フ ッ酸処理 によって個体 を

抽出す ことはで きない.ま た自形～不規則 な形状 を呈す る

黄鉄鉱 の結 晶が含 まれ るこ とが ある(第8図 一2).

なお,顕 著 な葉理構造 を示す部分は,大 部分が粘土鉱物

で構成 され,そ の 中に細粒 な石英粒子が含 まれている(第

8図 一3).ま た,数mmの 黒色 泥質岩の薄層 を挟 む部分があ

る(第8図 一4).黒 色 粒 子 は長径数 μm以 下で円形ない し

不規則な形 を してお り微 晶質の石英 と粘土鉱物か らなる基

質 中に浮 かんだ ような形状 を示す.

Typelは 「砥石」 を"Toishi-type shale"と して初め て記

載 したImoto(1984)に 紹 介 されている最 も一般 的な岩相で

ある.

(2)Type2(第8図 一5,6)

Type2は,Type1と 類 似 した基質の中に,球 形 ・針状の

放散 虫の骨格,海 綿骨針 な どの生物起 源の粒子 を多 く含

む.コ ノ ドン トは きわめて少 ないが,放 散虫や海綿 な どを

豊富 に含み,剥 離性が弱い ことでType1と 明 瞭に区別 され

る.放 散虫殻の大 きさはお よそ50～250μmで,薄 片 中の

20～30%を 占 める.フ ッ酸 による酸処理 で放散 虫,海 綿

骨針 を抽 出す ることがで きるが,一 般 に保存 は悪い.Type

2の 「砥石」 とチ ャー トは,鏡 下で は類似 した組織 を示す

が,チ ャー トは放散 虫殻が通常薄片 中の50%以 上 を占め

ることと基質の 占める割合が少 ない(チ ャー トでは一般 に

10%以 下)こ とで区別 で きる.Type2の 「砥石」 は 「砥

石」 とチ ャー トとの 中間的な岩相 である と考 えられ る.

(3)Type1,2が 共在 す る例 につ いて(第8図 一7,8)

黒 保 根 の田沢川 上流 のサ ンプルK-16,K-19,K-20は

Type1とType2が 共 在 してい るもので ある(第8図 一7,

8).第8図 一7に 示す ように,Type1の 「砥 石」がType2の

「砥石」を削 り込むような堆積構造を持って接する場合が

観察される.ま た本来はType1とType2が 互層をなして

いたものが,堆 積後の変形により,両 者が不規則に混ざり

合っているものも見 られる(第8図 一8).

各セクションでの「砥石」の岩相層序

顕微 鏡観察 に基づいた 「砥 石」の岩相層序 を第5図 に示

す.

万 山鉱 山跡(第5図 一1)の 「砥石 」 はTypelの 「砥

石」 のみで構 成 され,下 部お よび上 部 に顕著 な葉理構造

(第7図 一3)を 持 った 「砥石」 が観察 される.葉 理構造

をもった部分 は厚 さに して2～3mの 範 囲 であ る。

穴切林 道(第5図 一2)は 下 位 よ り8mほ どがType1の

「砥 石」 で,そ の上位 は3m程 度 の土砂の被覆 をは さみ,

さ らに上位 にType2の 「砥石」が5m累 重す る.Typel

には,葉 理構造 の発達 する層準(A-24,A-28,A-31)と,

また黒色泥質岩 の薄層 を頻繁 に挟む層準(A-21,A23)が

存 在す る.

田沢川上流の2つ のセ クション(第5図 一3,4)の うち,

地 点3は,基 本 的にType1の 「砥石」 か らなるが,下 位か

ら10m,15m,19mの 部 分 に厚 さ約1～2mのType2の 「砥

石」 が重 なる.こ のセクシ ョンでは他のセクシ ョンに比較

し 「砥石」の厚 さが厚い ことか ら,構 造的な層準の繰 り返

しが存在す るこ とも考 え られる.地 点4で は下部の1mが

Type1,上 部 の1mがType2の 「砥石」 か らそれぞれ成

る.

万 山以外,い ずれのセクシ ョンでも層状 チ ャー トの直下

がチ ャー ト様 のType2の 「砥石」 か ら成 り,そ の下位が

Type1と な ってい る.

堆積環境について

本地域のSpathian後 期の 「砥石」については,万 山以外

のセクションでは上位のチャー ト層と整合的な関係(遷 移

帯の存在など)を 持っていること,さ らに粗粒な砕屑粒子

を全 く含まないことから,チ ャー トとほぼ同じ沖合 ・深海

域にその堆積盆があったと考えられる.一 般的に 「砥石」

中の粘土鉱物の起源は,層 状チャー ト中に挟まれる泥質部

と同じく風成堆積物であると言われているが,こ れらの堆

積速度はチャー ト(数mm/1000yr)よ りはるかに遅いと

される(堀 ・趙,1991).足 尾山地の 「砥石」は,コ ノ ド

ン ト化石の年代から,Spathian前 期～後期の問に堆積 した

ことが考えられるが,田 沢川の地点3に おけるセクション

のように最大20mに も及ぶ層厚は,堆 積速度を考えると

極めて異常な厚 さであり,前 述のように構造的な地層の繰
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り返 しがあると考えれる.

また,前 述の通 り 「砥石」 と層状チャー トの問には

Type2の ような中間的な岩相が存在 し,漸 移的な関係 を

見ることができる.層 状チャー トの形成については,定 常

的に陸源風成粘土が降り積もる深海底において,周 期的か

つ短期間(数 千年間)に 放散虫遺骸が大量に堆積すること

によって起こるとする説がある(堀 ・趙,1991).Type2

と層状チャー トでは,堆 積物中の放散虫殻の量が異なる.

Type2の 「砥石」が 「砥石」一 チャー トの遷移帯の直下

に見 られることから,Type2の 「砥石」はチャー トの堆

積が始まる直前の堆積物 と見なされる.

まとめ

1.足 尾 山地 にお ける本研究セ クシ ョンで の 「砥石」 の年

代 は,産 出す る コノ ドン トか ら,前 期 三畳 紀 の後 半 の

Spathianで あ る と推定 され る.

2.「 砥 石」 の岩相 を,顕 微鏡観察に基づ き、Type1とType

2に 区分 した.Type2の 「砥石」 は層状 チ ャー トとType

1の 「砥石」 の中間的な特徴 を もつ.

3.「 砥 石」 の堆積環境 は,上 位の層状 チャー トとほぼ同 じ

沖合 ・深海域 であ った と考 え られる.
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